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論文の内容の要旨 
 千葉陽子氏の博士学位論文は、コンタクトスポーツにおける攻撃性検査用具の開発ならびに攻撃性の
発現過程について検討したものである。その要旨は以下のとおりである。 
１．論文の目的  
 アスリートの攻撃性は、二義性を有し、ネガティブな側面のみならず、競技遂行の推進力となる心理
的エネルギーとして捉えることができると言われている。著者は、本論文の序章において、スポーツ心
理学領域における攻撃性研究を幅広く概観し、①攻撃の「意図性」を明確に同定せずにこれまで研究が
進められてきた、②攻撃性の発現過程を踏まえた攻撃性検査用具がなかった、といった２つの積み残さ
れた攻撃性研究における課題を明らかにしている。それらを踏まえ、著者は，コンタクトスポーツにお
ける被攻撃的場面でのプレーヤーの攻撃性の発現過程に関わる認知的側面として、最終的に「感情の統
制の有無」と「攻撃行動の表出の有無」の２つの視座から、攻撃性タイプを捉える攻撃性検査用具の開
発を行い、さらにアスリートの攻撃性発現の内的過程について実証的に検証することを目的としている。 
２．論文の概要 
上記の目的を達成するために大きく次の 3つの下位検討課題を設定している。 
検討課題（１）：コンタクトスポーツ版攻撃性投影尺度の開発 
検討課題（２）：コンタクトスポーツ版攻撃性検査の汎用性を目指して 
検討課題（３）：アスリートの攻撃性発現における内的過程 
以下では、これらの下位検討課題にそって本論文の概要を述べる。 
 （１）コンタクトスポーツの代表としてラクロス競技を取り上げ、攻撃性発現における内的過程とし
て「許容」と「意図」を視座として攻撃性タイプを判別する TAT 的手法を基盤とした検査用具を開発
-２ 
し、ラクロスプレーヤーの攻撃性タイプの特徴を明らかにしている。その結果、攻撃性のタイプとして
「戦略的攻撃性」「反応的攻撃性」「敵意的攻撃性」「衝動的攻撃性」の４タイプを抽出しているが、やや
弁別力に欠け、そして刺激図版がラクロス競技場面に限定されていたことから、コンタクトスポーツ種
目全般にわたった心理検査用具としては限界が認められた。 
 （２）検討課題（１）での課題を受け、攻撃性タイプの判別に用いる刺激図版や評定手続きの再検討
をとおして、検査用具の精緻化・洗練化を目指している。大きな改善点の一つとして、先の被攻撃的場
面での認知的側面の許容の有無から、許容できない感情の統制の有無に注目するといった「感情の統制」
の視点を採用し、さらに刺激図版としてラクロスだけでなく、ラグビーやサッカーなどのコンタクトス
ポーツでの攻撃場面を加えている。その結果、「戦略型攻撃性」（統制・表出）、「達成型攻撃性」（統制・
非表出）、「自滅型攻撃性」（非統制・非表出）、「敵意型攻撃性」（非統制・表出）の４タイプを導いてい
る。新たに開発された本検査を種々の側面から検討した結果、改訂前よりも信頼性、妥当性そして汎用
性の高い攻撃性検査用具となることが確かめられている。 
 （３）攻撃性タイプごとのコンタクトスポーツ競技者が被攻撃的場面での攻撃性発現までの内的過程
について詳細な検討を面接調査によって行っている。被面接者の抽出にあたっては、先に著者が開発し
た攻撃性検査より各タイプの特徴を顕著に表し、そして競技現場での競技者に対する指導者からの攻撃
性に関わる観察情報を参考にしている。その結果、被攻撃的事態で生ずる自身の攻撃的感情を建設的に
競技遂行エネルギーにつなげるためには、相手プレーヤーの被攻撃的行為に「悪意を感じないこと」が
重要であり、さらに過去に囚われない「未来への視点」を持つことが重要となることを主張している。 
３．結 論 
以上の下位検討課題の結果より、本論文において著者は、コンタクトスポーツにおける攻撃性が「戦
略型攻撃性」「達成型攻撃性」「自滅型攻撃性」「敵意型攻撃性」の 4 つのタイプに判別されることを明
らかにしている。さらに、達成型攻撃性タイプのように、自身の攻撃性を競技遂行の心理的エネルギー
へと変換していくためには、プレー中の相手プレーヤーの攻撃的行動に「悪意を感じない」こと、そし
て常に次のプレーについて考える「未来への視点」を持つことが重要であると結論している。  
 
 
審査の結果の要旨 
（批評） 
スポーツ心理学領域において攻撃性の問題は、早くから注目されてきた重要な研究主題ではあったが、
その後の研究成果は十分とはいえない。本論文を通して、コンタクトスポーツを中心としたプレーヤー
の攻撃性を評価する心理検査の開発ならびに被攻撃的事態での攻撃性の発現過程を明らかにしたこと
は、スポーツ心理学領域において停滞気味であった攻撃性研究に対して、今後の取り組みへの有用な手
がかりを与えたものと評価できる。また、攻撃性の発現過程を明らかにしたことによって、競技現場で
の攻撃性のコントロールに問題を抱えたプレーヤーの理解ならびに心理的介入の手がかりを与えたこ
とになり、高く評価できる。今後はさらに汎用性や弁別力の高い刺激図版の工夫ならびに集団法の開発
への試みが期待される。 
平成 29年 2月 24日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を求
め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定した。 
よって、著者は博士（体育科学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
 
 
